
１ 先 の 間例会大変ご 様でした。

を迎えられた３ の会 さんの 々のご

をお りいたします。

２ ９月１５日、留萌ラ ンズクラブ創立５７

年 ーター トに出席して参りました。

留萌ラ ンズクラブ初 ての 会長であ

る佐々 留 会長さんを中心に らしい

会でした。

３ 人留萌 れあいの より １０

年記 会の をいただきました。

４ 創立５０ 年記 式 の をい

ただきました。平成２８年１１月１３日に り行わ

れます。

・ 、 平 より１０月の例会 を

しました。

・ロータリー １００ 年記 シン ー

メー 上 のお願いが き、先

ほど皆様の ーブ に を回させていた

だきました。皆様のご により１４，１９０円が

まりましたので りたいと思います。

・ロータリー よりロータリー １００ 年

記 シン ー 開 の が いており

ます。 は一人１ 円です。地 の申込

は９月２６日となっております。 は

事まで申し込み下さい。また、 リ

ン ーンの ラシが いております。

長さんにお渡しします。

・ より地 大会 のお と最 出
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席 の の 話を きました。 はまと

まって 席にて て きますが、 会は

席 を用 するそうですので、出席と言われ

た方は、必ず出席くださるようお願いします。

スト

　　　　 稀酒造株式会社

　　　　　　代表取締役　林　　 二様

　 　

　本日 後４時３０分より、 ５７回 の 通安全

の 運 が開 されます。ロータリーの場所

は 十 さん前です。会 の中にはス ー

の方もいるみたいですので、運 は気を付けて

安全運 でお願いします。多くの方の参 をお

願いします。

　 　

　 気が いから 会するというのは なも

のか たしかに しくなければロータリーでは

ない。この二つの面をよく する事である。

また、１９３０年という年は大 のいやな日が

き、 という人々が を失い、会社はいた

る所で に していた。 行さえも安全では

なかった。この時代はその国の歴史上 度に

な時代であった、という話を前回の 分間情

報でお話をいたしました。今回は、 つの ス

トを した ーラーについて れます。

社長を され、 らしい年 の られた会

社を ててな 、 前の ニ

会社に したのか そのいきさつをお話しし

ます。

　 ーラーは 方式で を売り くと

ある な 会社 ・ ー社 に

ていたが、 ・ ーでの は

く、１９２９年には社長のカーカーの に位する取

締役 社長となった。そして、その時の ・

ー スを わせると３ ３ に し、

社長 になっていた。

　その シカ の ン ンタ ・ シ

行 社長が、社長のカーカー を通して ー

ラーに時間の 分を いてクラブ・ ニ

会社が しないように手を してもら

えないかと み込んできたのである。

　その時、 ーラーは 社で 売

の として い業 を上げていたので、

行 は ーラーなら したクラブ・

ニ 会社に り込んで、この会社を

から い、そこで いている２５０人の人々の

を ってくれるだろうと した。

　そこで ーラーは時間の 分をさいて自分の

んだ のスタッ 々その会社に り込ん

だのである。 の上の を 、この会社の

争中の 事 を てみると。４０ の

があることがわかった。

　報 書を 会 に 出したところ、大多

の 見はもう会社を したらどうかという

ものだった。そして最も深 な年と言われてい

る１９３２年には、クラブ・ ニ 会社

を い、そこで く人々の を する手立て

はもはや残されていないように思われた。また

社長のカーカーでさえ、クラブ・ ニ

会社は見込みがないから ・ ー会

社へ って来てと言ったほどであった。

　 ーラーは、 ・ ー会社に って３

３ という らしい年 を るのと、

報 で留まるのと見 て とこんな え方

が かんだ。 ひょっとしたら が本当にお

みなのは、わたしがここに留まって く事では

ないか と。

　 ーラーは人 の に立たされました。

な を のではなく、厳しい を んだ ー

ラーですが、これから ラマが まっていきま

す。３回目の３分間情報をお しみに。

・林様、本日はお しい中、留萌ロータリーク

ラブのた にお時間を きありがとうござい

ました。　　 会
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・９月１８日に深川でマスターズ大会があり、３

回飛び込んで参りました。　 高田会員

　前　回　　３０６，６００円

　今　回　　　６，０００円

　累　計　　３１２，６００円

「国稀酒造の取り組み・地域と共に」

　　　　国稀酒造株式会社

　代表取締役社長　林　　眞二 様

　本日は、留萌ロータリークラブの例会にお招

きいただき、誠にありがとうございます。また、

日頃より国稀をご愛飲いただき感謝申し上げま

す。多分皆様のお顔を見ると、色々な場面でお

会いする機会があった方が多く、その際にも大

変お世話になりました。本当にありがとうござ

います。先ほど二ノ宮さんと少しお話を致しま

したが、たしか１０年以上前に１度クラブの例会

に出席させていただきまして、お話をした記憶

がよみがえって参ります。多分その時聞かれた

方はごくごく僅かだと思いますので、ひょっと

してダブったお話をするかもしれませんので少

し心配しておりますが、お話をさせていただき

ます。

　まず、国稀酒造の歴史からお話をさせていた

だきますが、国稀酒造は創業が明治１５年ですの

で、今年で135年目を迎えております。丁度今

月で135年になります。元々初代は佐渡出身の

本間泰蔵という、私から言えば４代前の人間に

なります。二十歳位の時に佐渡を出て小樽へ

行って、呉服店で２年位修行をしまして、それ

から独立をするという事で小樽ではなく増毛に

来て、呉服あらもの雑貨店を明治７年位に開い

た様です。先ほど明治１５年と言いましたが、こ

れは初代の本間泰蔵というのは非常に几帳面な

方で、必ず日記の様なものを総て書いていた様

で、１日あった事を手帳にメモをしておりまし

た。その中に一つ、明治１５年１０月１日に当時の

増毛郡役所に醸造許可願いを出しましたという

一文が記載されてましたので、それで国稀が醸

造業の創業を明治１５年に致しました。ただ、国

税局などの情報によりますと、それよりちょっ

と前から作っていたようだとの情報も戴いてお

ります。そんなスタートでしたが、呉服雑貨商

としてスタートし、醸造業もやりましたし、ニ

シン漁、海運業、海船業、そして農業、林業、

倉庫業と色々な業種の事業を行いました。いわ

ゆる多角経営です。そんな栄えた会社ではござ

いましたが、海運業は先の戦争で船を徴用され

て、船を全て失ってしまいました。そして、あ

れだけ来たニシンも昭和３０年を境にパッタリ来

なくなったという事で、たまたま最後に残った

のがあまり熱心に事業をしていなかった造り酒

屋が残ってしまったという事でした。しかし、

この清酒業界は決して安泰な業界ではなくて、

皆様まだ記憶に残っていると思いますが、昔お

酒は等級制度があり、これは昭和１２年から平成

３年までありまして、清酒というのは特級、１

級、２級しかありません。おまけに値段もほと

んど変わりません。これは大手としてみれば安

定した事業が出来る環境でした。しかし、地方

の中小零細の酒蔵にとっては非常に厳しい状況

で、大手の傘下に入るか、細々と事業をやって

いる状況でした。先ほど傘下と言いましたが、

お聞きになった事があるかもしれませんが、桶

売りという物がありまして、まぁ桶買いと言う

物もありますが、これは桶で清酒を造っており

ましたので、それを大手の為にお酒を造ってそ

れを桶ごと売るというものです。この様な事が

普通に行われている業界でした。今脚光を浴び

ている中堅どころの蔵はほとんどこの桶売りを

していたメーカーです。ある時に気が付いて自

ＷＥＥＫＬＹ ＲＥＰＯＲＴ
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分の酒を造っていこうとこだわりの酒を造った

のが今のメーカーになっています。清酒そのも

のも決して安泰な業界ではなく、清酒の ーク

というのは、昭和４８年から４９年でございます。

　当時から ますと、今出 では１ ３位

でございまして、蔵の も５０００以上、６０００位

の蔵がありました。 は１５００から１６００位の

蔵の です。 海 では４８ ４９年の ークの時

に て出 は１ ８位に っています。昭

和４０年当時に蔵は４３ありましたが、 は１１蔵

しかありません。これが今 の業界の状況で

す。

　しかし、小さな蔵に しが見えたのが先ほど

言いました等級制度の です。その頃から

からより の いものを、特徴のあるお

酒をというニーズが増えてきました。それが地

酒ブー を びました。国稀もこの時代の変

の中で をしてきました。ですから今の様な

国稀になったのは、ここ３０年位前です。 は私

は林と言いまして、国稀は本間でございます。

平成９年の私の の で、 業種から造り

酒屋に参りまして酒造りを、酒は造れませんが

酒の会社を経営する事になりました。私が来た

頃には国稀は成長に入っておりまして、少し売

れるようになっていました。しかし平成９年に

ますと、 は くの 売 となってい

ます。私が来て感 たことは、そこそこ売れて

いましたが、 でもまだまだ しいお酒でご

ざいました。それでも 日になりますと

から増毛までお酒を買いに来てくれる、

国稀を買うた に増毛まで来てくれるのです。

当時、年間４ 人位のお さんが来てくれまし

たが、な 清酒業界が後 していく中で国稀の

売り上げが増えているのかと えました。それ

は多分、国稀が地 と一 しているからでは

ないかと思います。それは へ行き 国稀の

林です。と言いますと、増毛ですよ と言わ

れます。 のパターンもあります。増毛から来

ましたと言うと、国稀ありますよ と言われ

ます。その様な状況を 回も経 いたしました。

これが国稀の さであり、地 と一 してい

る、身 に感 るというのが国稀の さだと思

います。そこで して増毛の国稀へお 様に

来てもらうかと えました。その をするの

が であると えました。それで、どのよう

にしてお 様に増毛へ来て くかを えて色々

な事を致しました。最初にした事は 場を作

る事。そしてト を する事でした。こ

の二つを っ先に行いました。お 様に する

おもてなしという物は大 で、わざわざ２時間

もかけて から来ていただいて、国稀を買う

だけで られるというのは、お 様に失 であ

ると え、増毛に来たら色々な しみ方がある

という情報 をする事にしました。色んな飲

店さんのメニ ーを にしておいたり

もしました。また、わざわざ から来て、

でも買えるお酒を買ってもらうのではなくて、

増毛にこなければ買えない 定 を 売する事

にしました。 ２５種 位のお酒がありますが、

そのうち１５種 が 定酒でございます。増毛で

売れる７ が 定酒でございます。

　 定酒を造るきっかけになったのはお 様の

ニーズがあったからと 時に、酒 の

があったからです。 海 では３種 の酒 が

作られております 、 、 しずく で

す。その中の ですが、平成１２年に増毛の農

年 の方がせっかく しい酒 が出来たの

で を作りたいとのお話を き、私の所へ来ま

して、 をされました。

　そこで私が 作ったものは全て私の所で買い

取ります とのお話をして、増毛でこの酒 を

作る事になりました。 定酒を丁度造ろう え

ておりましたので、その を 用しようと え

ました。 、３ 位が 海 のお で造って

おります。ちなみに、 海 全 の１１社のメー

カーのトータ で言いますと、６ 位が 海

でございます。これは段々増えている で

す。そして、 海 酒という事でニーズが

まっております。

　（ ）

  




